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はじめに
ポーランドとショパンと聞いて、音楽関係者ならまずマズルカを思い浮
かべるであろう。マズルカとは、ポーランドの伝統的な民族舞曲のことで
ある。儀式をはじめとして様々な場面で演じられ、日常生活に欠かす事の
できない舞曲として、古くからポーランドの人々の心と密接に関わりあっ
てきた。マズルカには、人々の生活の中に深く関わり、人々の生き様や心
情をせつせつと歌っているものが多く存在するからである。
マズルカは、ショパンが生涯にわたり最も多く作曲し、死の真際まで
ずっと書き続けたものである。今回は、4つのマズルカOp．33をテーマと
して取り上げる。ヘンレ版（原典版）をもとにパデレフスキ版、ナショナ
ルエディションを考察することにより、真の解釈と演奏法を提示したい。
このことにより、ショパンの人物と作品をより深く理解する手がかりを見
つけたい。
1マズルカの由来
（1）マズルカとは
マズルカはポーランドの伝統舞曲であるが、それは、時代や歴史の中で
豊かに発展してきた様々な地方の多様な踊りの総称のことである。実は
ポーランドではマズルカとは言われておらず、マズールもしくはマズーレ
クと言われている。しかし本論では、混乱を避けるため、マズルカに統一
することにした。
ポーランドで発祥したマズルカが様々な階層に広まり発展したのは、今
からおよそ400年前、ポーランドの首都がクラコフからワルシャワに移っ
た1596年頃からと言われている。もともとはマゾフシェ地方の農民達の間
でもっぱら踊られていたが、やがてシュラフタ（士族）や貴族階級に伝わ
り、広く踊られるようになっていった。長い問、農民達の間で伝承されて
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きたために、マズルカは大変、土俗的な色合いの濃いものとなっている。
ポーランドには、マズールの他にオクロングウィ、クーヤヴィアーク、
オベーレクを始めとする多数の伝統的な民族舞曲があった。ショパンは、
それらの中から比較的ポピュラーな踊りであったマズール、クーヤヴィ
アーク、オベーレクを作曲に取り入れ、マズルカとして世に発表したた
め、これら3つの舞曲の形態がさらに広く一般的になっていった。
（2）3つの舞曲の共通点
マズール、クーヤヴィアーク、オベーレクは、いずれも、男女が大きな
まるい輪を作り、さらに男女一組が対になってそれぞれ左右様々に旋回し
たり跳ねたりしながら踊る舞曲である。様々な踊りの形態により、踵を踏
みならし、口笛やかけ声をかけて踊る等、大変土俗色の濃いものである。
それらに共通する特徴として、弱拍の2拍目と3拍目にアクセントがあ
らわれ、フレーズの最後では1拍目にアクセントが置かれることがあげら
れる。また、素朴な楽節を繰り返しながら即興的に発展していく曲が多く
存在する。歌と踊りに合わせて、ドゥディ（またはコザ）と呼ばれる雄山
羊の皮でできたバグパイプのような楽器や、ヴァイオリンとコントラバス
に非常に良く似た弦楽器による、連続性のある低音伴奏音型（3和音の第
3音を省略した5度音程の和音の連打）が繰り広げられる。全体として、
3つの舞曲は大変即興性が高く、モティーフに対する様々な強弱による変
化、テンポ・ルバートによるフレーズィング、音色の変化、様々な表情づ
けが特徴となっている。
（3）3つの舞曲の個性
マズールは、ワルシャワ周辺及び中央部をさすマゾフシェ地方で、17世
紀はじめ頃から踊られている3拍子の踊りの総称である。湖の多い平野で
男女が楽しげに踊る、快活な速いテンポの舞曲である。大変男性的な勇
ましい感じの曲調である。付点音符が多く使われているのも特徴で、メ
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ロディーの中で付点のリズムが効果的に曲調を印象づけている。Mazurek
Dabrowskiego「ドンブロフスキのマズルカ」と呼ばれるポーランドの国
歌は、このマズールの形態で書かれた曲である。
図表マズールのリズム
クーヤヴィアークは、ショパンの生まれたジェラゾバ・ボーラのある
クーヤヴィ地方の踊りと歌である。1827年頃にこの名称が確立されたよう
だが、古くから踊られていたといわれている。テンポはゆるやかで、緩急
を多く取り入れることにより農村に生きる人々の生き様をせつせつと歌っ
ている曲が多く存在する。アクセントは、あまり強くなく、やわらかいア
クセントもしくは、テヌートで演奏されている。ショパンは、母親が歌う
クーヤヴィ地方の歌を子守唄がわりに聞いて育ったという。
図表クーヤヴィアークのリズム
オベーレクは、ポーランドの南部山岳地方であるシロンスク地方で盛ん
に踊られていた舞曲のことである。やがてその踊りの形態が中央部へ伝
わって行き、そこで発展してさらに広まったと考えられる。中庸から急速
なテンポで演じられ、3つの舞曲の中では最も速いものとされている。4
小節と8小節の弱拍部分にアクセントがくることが多く、明るく跳躍を伴
う舞曲である。
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図表オベーレクのリズム
なお参考までに、これらマズルカと総称される3舞曲の他に、クラコー
ヴィアクと呼ばれるポーランド南部のクラコフ地方で踊られていた民族舞
曲も、ポーランドの大変重要な舞曲である。2拍子の速いテンポの曲で、
シンコペーションと弱拍にアクセントをもつリズムが特徴的である。跳躍
をしながら即興的に歌う、明るく優雅な舞曲である。
（4）ポrランド語とマズルカ
ポーランドの公用語であるポーランド語は、チェコ語、スロヴァキア語
等とともにスラブ語に属している。使用する文字は、ほとんどローマ字と
同じだが、Q、V、Xがない。そのかわり、特殊な補助記号を伴うものが
9文字あるので、全部で32文字を使用する。
図表ポーランド語の特殊文字
Aa［オンlC6［チェlEQ［エンlLl［エウ1
歯可エィンlO6［オ・クレスコヴァネ］
SS［エシ122［ヂェト1221ジェト1
実は、マズルカのリズムには、ポーランド語のアクセントと多くの類似
性が見られる。マズルカのアクセントが2拍目もしくは3拍目に置かれる
ことが多いことは既に述べたが、一方、ポーランド語のアクセントも、
uszanowanie，mleko等のように後ろから2番目の母音に置かれることが多
く、これを歌にのせると2拍目、3拍目に呼応するのである。従ってマズ
ルカは、器楽曲としてよりも、踊りとともに歌われている声楽曲として発
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達してきたと言える。
2．ショパンとマズルカ
ショパンにとってマズルカは、ポーランドの民族性の表現であるととも
に、ショパン自身の魂の発露でもあった。ショパンは、およそ57曲のマズ
ルカを作曲している。出版社によって数は異なるが、ヘンレ版では57曲収
められ、パデレフスキ版では58曲（同一曲の異なる楽譜を1曲と数えてい
る。）また、ナショナル・エディションではシリーズA（ショパンの生前
中に発表された作品）に、43曲収められ、シリーズB（ショパンの死後発
表された作品）に12曲収められている。
ショパンが生まれ育ったジェラゾヴァ・ボーラでは、もの悲しい民謡の
多いクーヤヴィアークが存在し、ショパンは母親のユスティーナが歌う民
謡を子守唄代わりに聞いて育っている。
また、1824年、14歳の夏に両親とポーランド国内旅行で訪れたシャファ
ルニアやプウォツクでの経験は、若いショパンの胸を踊らせた。それらの
地方に伝わる農民達の結婚式や民族音楽を用いる儀式や祭りに接して、
大変興味を持ちマズルカOp．7－4変イ長調を作曲したと言われている。翌
1825年にも国内を旅行している。地動説を唱えたコペルニクスの生家のあ
るトルンや、バルト海の沿岸グダンスクを訪れ、ポーランド伝統の民族音
楽にますます惹かれていった。
この時期のショパンの作品の中に、マズルカやポロネーズといった民族
色豊な作品が多く残されているのは、幼少から多感な少年時代にかけて、
民族音楽の影響を受けたことの現れだといえる。また、こうした経験や状
況が、後のショパンの作風を決定づける要因となることを、我々は作品の
中に見いだすことができる。
あらためてショパンが受けた民族音楽の主な影響を整理すると、マズー
ル、クーヤヴィアーク、オベーレクといった3つ舞曲を上手く組み合わせ
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て彼独自のスタイル、マズルカとして表現したこと、ドウディなどの民俗
色豊かな楽器で演奏されていた低音伴奏音型などの奏法を意識的に作品の
中に取り入れたこと、旋律に教会旋法のドリア旋法やリディア旋法を用い
ることによって民族的な響きと鳥の鳴く声等の自然を作品の中に取り込む
工夫をしたこと等があげられる。ショパンの作風の特徴として、和声の平
行進行や連続性のある低音伴奏音型。さらに、ショパン作品における独特
な表現である「ショパンのハーモニー」、すなわち、属7の和音の中で第
5音の代わりに第6音を経過音としてもつ特徴的な和音も、大変民族的な
響きがする。
3．「4つのマズルカ作品33」について
（1）概要
ショパン中中期の作品には、初期や後期の作品に比べ、ショパンの内面
が最も劇的に、また赤裸々にさらけ出されている趣が強い。
マズルカ作品33は、ショパンが27歳～28歳の時に書かれたものである。
ショパンは、マリア・ヴォジンスカとの恋が破局した後、男装した女流作
家ジョルジュ・サンドと急速に親密になった。1838年には、サンドとマ
ジョルカ島に旅行しているが、この時期に作曲された中期の傑作である。
この作品は、出版社の意図により、出版される時に曲の順番を入れ替え
て出版された。現在、楽譜上でみる曲の順番は、第1曲嬰ト短調、第2曲
二長調、第3曲ハ長調、第4曲ロ短調というのが一般的になっている。し
かし、最初にショパンが示した曲の順番は、第1曲嬰ト短調、第2曲ハ長
調、第3曲二長調、第4曲ロ短調で、2曲目と3曲目が入れ替えてあった。
図表マズルカ作品33の概要
作曲 1837～1838年出版 1838年献呈 ローザ・モストフスカ伯爵令嬢
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（2）曲の分析と解釈
曲の分析、解釈にあたり、本論ではヘンレ版（原典版）をベースとして
使用する。従来は、パデレフスキ版が使用されることが多かったが、近
年、作曲者の意図が忠実に反映されているのは原典版であるという考えに
より、原典版が用いられることが多くなっている。これにならい、ここで
は原典版を掲載するが、演奏者の立場としては、必ずしも原典版がすべて
正しいとは考えないので、楽譜の中で、適宜、パデレフスキ版やナショナ
ル版の表記、表現も提示した。
マズルカ作品33は、中期の中でも最もポピュラーで、広く親しまれてい
る。
第1曲は、もの悲しいクーヤヴィアークから始まり、途中から力強い
マズーレクが希望となって現れる大変印象的な構成である。曲の冒頭に
Mesto（ヘンレ版、ナショナルエディションに同じ）と表示してあるが、
パデレフスキ版では、Lentoと表示されている。
第2曲は、有名なバレエ音楽「レ・シルフィード」の舞曲に取り入れら
れている快活なテンポのオベーレク。ゆるやかにアラベスク調に上下する
メロディーラインは舞曲による回転を表している。この曲のテーマは、L
コズベック（1）によれば最初は、pで繊細かつ優雅に、冷静さと均衡を保っ
て演奏し、そして、再びテーマが現れたら、fで生活感あふれる賑やかな
様を伸び伸びと表現する。
第3曲は、ゆったりとしたテンポで踊るクーヤヴィアーク。この曲の記
述によると、この曲をショパンが演奏していた時、部屋の中で聞いていた
作曲家でショパンと親交のあったマイヤベーアは4分の2拍子だと言い
張った。しかしショパンが怒りをあらわにして、4分の3拍子だと反論
し、しばらく口論となったという有名なエピソードがある。美しいテーマ
の中に、アクセントが効果的に現れる。このアクセントは表現上の大きさ
（1）国立ワルシャワ・ショパン音楽院教授、武蔵野音楽大学元客員教授。筆者がポー
ランド留学するきっかけとなった恩師。
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を表すもので、テヌートで、充分たっぷりと歌い上げるように演奏する。
Aヤシンスキ（2）は、レッスンの時、「この曲は、女性の踊りです。優雅に
弾きましょう」と言って、自身の胸を反らせて、腰に手をあて体をゆっく
りと左右にねじりながら踊ってくれた。大変貴重なレッスンであった。
第4曲は、クーヤヴィアークが豊かに鳴り響き、途中勇壮なマズーレク
での踊りの展開となる大変壮大な内容の曲である。全体として、悲哀を帯
びたテーマを切々と歌い上げ、テンポ・ルバートしながら、オクターヴ進
行や転調により曲が大胆に発展していく。ダイナミックな構成の曲であ
る。
（2）国立カトヴィッツ音楽院教授。第9回ワルシャワ・ショパン国際コンクール優
勝者クリスチャン・ツィメルマンの師。現在、ワルシャワ・ショパン国際コン
クール審査員。
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ショパンの4つのマズルカOp．33とその背景について
おわりに
マズルカの由来やポーランドの言語、ショパンの青年時代などを踏まえ
て、マズルカOp．33の楽譜を複数検証することにより、ショパンがどのよ
うな背景からこれらの曲を作曲し、シ白パン自身がどのような心情をもっ
て演奏していたのか、当時の姿に一歩でも近づけたのではないかと考え
る。
ショパンはマズルカを、土俗的、民族的な形態から、洗練された独特の
芸術作品に昇華した。マズルカが世界中に広まり、どこでも演奏されるよ
うになったことは、大変重要なことである。
5年に1度、ワルシャワで開かれる、世界で最も権威のあるショパン国
際コンクールでは、必ず予選の課題曲にマズルカが取り上げられている。
このマズルカの演奏によって、世界的に活躍できるピアニストになれるか
否かの分かれ道になるともいえる。特にマズルカにおいて優れた演奏をし
た者にだけ授与されるマズルカ賞は、マズルカの持つ意味の重大さを表し
ている。
マズルカを想うショパンの心情は、祖国やそこに生きる人々、父母、姉
妹を慕う郷愁という言葉がふさわしい。
20歳の時にポーランドを後にし、ウィーンからパリで過ごした亡命生活
の中で、日々マズルカを書いていたショパンは、常にポーランドに思いを
馳せていた。ポーランドの空気や空、森の色すべてが、ショパンのマズル
カには凝縮されているのである。ショパンにとってマズルカを作曲するこ
とは、ショパンの精神、魂を解放させ自由に意のままに表現することで
あった。失意に終わったウィーン時代からパリで華やかなサロンデビュー
を果たし、そこで生活している間もずっとショパンの本当の心の支えであ
り、よりどころであった。
留学した1年目の年に、私はこの4つのマズルカOp．33を演奏曲目の中
に入れてリサイタルを行った。限られた期間の中で、課題をこなすこと
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に没頭していた私に、音楽の真の意味を忘れさせないようにと、Lコズ
ベック先生は、あらゆる所に連れて行ったり、いろいろな場所で演奏させ
てくださった。現在私の住んでいる日本の関東地方よりずっと北に位置す
るポーランドでは、秋～冬にかけての日没が大変早い。少し遅めの昼食を
食べて3時頃にはもう夕暮れである。そして、あっという間に真っ暗な夜
になってしまう。当初は驚きと何ともいえない悲しさがあったが、その頃
から演奏会に出かけるようになり、国立フィルハーモニーホール、テアト
ル・ヴィエルキやスタジオS1（エスイエデン）等に、器楽やオペラ、室
内楽、シンフォニーなど様々な音楽を3日に1度は聞きに出かけ、いろん
な音楽に触れる機会をもてた。また、入国して3日間のうちに物価が10倍
に上がるという、ひどいインフレも経験した。その中で、この国に生きる
人々の生活感や生き様を感じとることが出来たことは、大変貴重な経験
だったと思える。
今回マズルカを研究することによって、ショパンのマズルカに込められ
た内面1生に少しだが近づけたと思う。今後もこうした取り組みを続けて行
きたい。
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